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令和７年３月 24日 
 
 

ウェブサイトでは適正かつ低額な料金でロードサービスを行うかの 
ように表示し、実際には高額な料金を請求する事業者に関する注意喚起 

 

令和６年夏以降、ロードサービス事業者のウェブサイト上で、「基本料金 3,980円（税

込）～」、「業界最安水準で対応可能」、「基本料金7,980円 1,980円税込～」などの表示を

見た消費者が、適正かつ低額な料金でロードサービスが利用できると思い当該サービスを依頼し

たところ、実際には高額な料金を請求されたといった相談が、各地の消費生活センターなど

に数多く寄せられています。 

消費者庁が調査を行ったところ、大和商会及び関東バッテリートラブルセンターと称

する事業者（以下併せて「本件事業者」といいます。）が、消費者の自主的かつ合理的な選

択を阻害するおそれがある行為（虚偽・誇大な広告・表示）を行っていたことを確認したた

め、消費者安全法（平成21年法律第50号）第38条第１項の規定に基づき、消費者被害の発生

又は拡大の防止に資する情報を公表し、消費者の皆様に注意を呼び掛けます。 

また、この情報を都道府県及び市町村に提供し、周知します。 
 

１．本件事業者の概要 
 
(1) 大和商会 

名称 大和商会 

所在地 埼玉県草加市瀬崎３-22-３ 

代表者 宮澤 和宏 

ウェブサイトの名称 ＣＡＲお助けサービス 

ＵＲＬ https://www.kinkyuu-support10.com 
 
(2) 関東バッテリートラブルセンター 

名称 関東バッテリートラブルセンター 

所在地 東京都新宿区西新宿３-３-13 

代表者 岩田 健人  

ウェブサイトの名称 関東バッテリートラブルセンター 

ＵＲＬ https://www.speed-rescue.com 

（注１）本件事業者が運営するウェブサイトに掲載されていた内容です。 

（注２）同名の別会社又は類似したウェブサイトと間違えないよう御注意ください。 

 

２．具体的な事例の内容 
 
(1)  自動車トラブルに遭った消費者がインターネットでロードサービス事業者を検索し        

ます。 

 予期していなかった自動車の故障や交通事故などにより動揺している消費者は、ス 

マートフォンによるインターネットの検索結果（広告として表示される場合を含みま  

す。）で上位に表示された「ＣＡＲお助けサービス」又は「関東バッテリートラブルセ

ンター」と称する本件事業者が運営するウェブサイト（以下「本件ウェブサイト」と

いいます。）を見つけます（別紙１・２）。 
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 消費者は、インターネットの検索結果で上位に表示された本件ウェブサイトについ           

て、利用者が多い信頼できるサイトであると考え、本件ウェブサイトにアクセスし、

以下のような表示内容を見て、適正かつ低額な料金でロードサービスが利用できると

いった印象を持ちます。 

 なお、本件ウェブサイトが表示された検索結果は、本件事業者が広告費用を支払っ

て、リスティング広告として表示されたり、上位に表示されたりするようにしていま

した。 
 
○ ＣＡＲお助けサービス 

「事故車/故障車のけん引・バッテリー上がり パンク・雪トラブル・ガス欠な 

ど 出張費・見積費用は完全 0円」 

「基本料金 3,980円（税込）～」 

「業界最安水準で対応可能」 

「レッカー・けん引 4,400円（税込）～」 

「脱輪 4,400円（税込）～」 

「安心の明朗会計」 

「作業は必ず見積り後に実施 当社では必ずお見積りをお出ししてから作業を 

行います。同意をいただかずに作業を行い、高額な請求を行うことはありませ 

んのでご安心ください。」 
 
○ 関東バッテリートラブルセンター 

「エンジンがかからない・メーターが光らない・セルモーターが回らないなど 

のバッテリー上がりに年中無休で即時対応‼」 

「基本料金 7,980円 1,980円税込～」 

「普通車 基本料金 7,980円 ▶ 1,980円税込～」 

「安心してご利用いただける お客様目線でのサービスの提供! お客様が安心          

してご利用になれるよう作業前にお見積りを提示し、作業内容をご説明させて 

いただきます。お見積り後の追加費用は一切かかりません。」 

 

(2) 消費者が本件ウェブサイトに表示されたフリーダイヤルに電話するとコールセン 

ターにつながります。 

     消費者は、コールセンターに対して、けん引が必要な状態である又はバッテリー上  

がりのためエンジンがかからないなどといった自動車の状態や現場の所在地等を説明

し、本件事業者にロードサービスの対応を依頼します。 

     なお、コールセンターから具体的な料金説明がないことから、料金を尋ねた消費者

もいましたが、「現地で見積りをする」、「担当者から連絡をさせる」といった返答のみ

で具体的な料金説明はありませんでした。 

 

(3)  消費者は、現場において長時間待たされたり、作業員が普通乗用車で現場に到着し

たり、作業員が氏名等を名乗らなかったりしたことなどから不信感を抱きます。  

     消費者が、本件事業者にロードサービスの対応を依頼してから１時間以上経って消

費者が待つ現場に作業員が到着したことや、レッカー作業が必要な場合であっても普

通乗用車で現場に到着したこともありました。 

   また、現場に到着した作業員は、消費者に身分証を提示することも、事業者名や自

身の氏名等を名乗ることもないので、消費者は本件事業者への不信感を感じることも

ありました。 
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(4) 作業員は、具体的な作業内容を説明することなく、高額な見積金額を提示します。 

   作業員は、具体的な作業内容を説明することなく、「見積金額が十数万円になる」、

「合計〇万円（中略）料金は先払い」などと高額な見積りを提示します。 

     消費者が、本件ウェブサイトを見てあらかじめ想定していた料金を大きく超える額

であることに驚いていると、作業員から「相場はこれくらいかかるし、もっとかかる

こともある」などと説明がされます。 

   このほか、作業員が作業前に料金を尋ねた消費者に「やってみないと分からない」

などと説明し、見積金額を示さないこともありました。 

   消費者は、早期に自動車を復旧させたい気持ちや、事故によって生じた状況を回復

させたい責任感から、やむを得ず作業を承諾します。 

   本件事業者が行っていたロードサービスの作業については、 

    ・他社のレッカー車を手配し、数時間後にレッカー作業を始める 

・作業員が乗ってきた普通乗用車と消費者の自動車とをロープでつないで強引に 

引っ張り上げる 

   などの状況から、適切な作業を実施しているとは考えられないこともありました。 

  

(5) 最終的に、作業内容に照らして過大で高額な料金が請求されます。 

作業員は、作業終了後、作業内容及び作業料金が手書きで記載された「請求書 お

客様控え」（別紙３）といった請求書を消費者に手渡して料金を請求してきます。 

その金額は、行われた作業内容に照らして過大で高額と感じられるもので、消費者

は、戸惑いを覚えるものの、既に作業を終えていることなどからキャンセルを申し出

ることもできず、数万円から十数万円を現金又はクレジットカードで支払っていまし

た。 

なお、作業後、見積り時に示されていた額より数万円高い金額を請求されたり、本

件ウェブサイト上のクレジットカードで支払が可能との表示にもかかわらず現金払を

求められたりした消費者もいました。 

消費者庁において確認したところによれば、本件事業者が、バッテリー交換や脱輪

引上げについて請求していた金額は、当該作業内容に対して請求される一般的な金額

に比して、相当程度高額であると考えられるものもありました。 

 

３．消費者庁が確認した事実  
 

本件事業者は、本件ウェブサイトにおいて、別紙１・２のとおり、 

○ ＣＡＲお助けサービス 

「基本料金 3,980円（税込）～」 

「レッカー・けん引 4,400円（税込）～」 

「業界最安水準で対応可能」 
 
○ 関東バッテリートラブルセンター 

「基本料金 7,980円 1,980円税込～」 

「普通車 基本料金 7,980円 ▶ 1,980円税込～」  

「安心してご利用いただける お客様目線でのサービスの提供! お客様が安心    

してご利用になれるよう作業前にお見積りを提示し、作業内容をご説明させて 

いただきます。お見積り後の追加費用は一切かかりません。」 
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等といった適正かつ低額な料金でロードサービスが利用できる旨を広告・表示し、これ

を見た消費者は、ロードサービスを適正かつ低額な料金で提供してもらえるものだと認

識して、ロードサービス作業を依頼していましたが、実際に本件事業者が提供したロー

ドサービス作業の実態は上記２のとおりであり、その料金は、適正かつ低額な料金で提

供されるものではなく、広告・表示の内容とは異なるものでした（虚偽・誇大な広告・

表示）。 

 

４．消費者庁から皆様へのアドバイス 
 
 ○ まずは契約している損害保険会社や保険代理店、ロードサービス会社に連絡しましょ

う。 

自動車等の故障や事故等といった不測の事態が発生した場合は、まずは自分や周囲の

安全を確保して、十分に落ち着いてから、契約している損害保険会社、保険代理店、ロー

ドサービス会社などに連絡をしましょう。普段と違う自動車等を運転している場合など

契約状況が分からない場合は、自動車等の所有者や家族、自動車ディーラーなどに確認

をしましょう。 

 

○ インターネット検索結果で「上位」だからといって信用できるとは限りません。 

本件ウェブサイトが表示されたインターネットの検索結果は、本件事業者が広告費用

を支払って、リスティング広告として表示されたり、上位に表示されたりしていたもの

であることが確認されています。 

検索結果が上位のサイトは、信頼性の高いサイトであるなどのイメージがありますが、

「広告（スポンサー）」として上位に表示される（別紙２（参考）参照）こともあるの

で、必ずしも信用できるわけではありません。検索結果の上位に表示されているという

ことだけで信用することなく、ウェブサイトに表示された料金が不自然に安すぎないか

といった中身をよく吟味するなどして適切に取捨選択しましょう。 

 

○ 具体的な作業内容に基づく見積書を確認し、過大で高額な請求をされないようにしま

しょう。 

作業内容や料金について十分な説明がされないまま作業され、高額請求をされること

がないように、作業前に、具体的な作業内容を確認の上、見積りを依頼しましょう。 

 

〇 ウェブサイトの表示額と請求額とが大きく異なる場合は、クーリング・オフができる

可能性があります。 

ロードサービスの対応を依頼した事業者とその場で契約した場合、ウェブサイトに表

示されている料金と実際の請求金額とが大きく異なる場合などは、訪問販売に関する特

定商取引法の規定によるクーリング・オフ等が適用できる可能性があります。 

困ったときは、最寄りの消費生活センター等に相談しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 



5 
 

 

【本件に関連する最近の注意喚起情報】 

発信者 件名（公表日） URL 

独立行政法人   

国民生活センター 

インターネットで依頼したロードサービスのトラブ

ル急増－20歳代や学生は特に注意を！－（令和５年

７月19日） 

https://www.kokusen.go.jp/n

ews/data/n-20230719_1.html 

消費者庁 

ウェブサイト上では適正かつ低額な料金で駆除作業を行うかの

ように表示しているが、実際には高額な料金を請求するゴキブ

リ駆除業者に関する注意喚起（令和６年９月30日） 

https://www.caa.go.jp/notic

e/assets/consumer_policy_cm

s103_240930_01.pdf 

独立行政法人 

国民生活センター 

ネットの価格と全然違う！？害虫・害獣駆除のトラブルにご注

意―若い年代でトラブル急増中！―（令和６年４月24日） 

https://www.kokusen.go.jp/n

ews/data/n-20240424_1.html 

消費者庁 

ウェブサイト上では低額な料金を表示しているが、実

際には高額な料金を請求するトイレの詰まり修理業

者に関する注意喚起（令和５年８月 24 日） 

https://www.caa.go.jp/notice

/assets/consumer_policy_cms1

03_230824_01.pdf 

 

 

【参考情報】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

公表内容に関する問合せ先 

消費者庁消費者政策課財産被害対策室  

      TEL03-3507-8800 (代表) 

◆ 消費者ホットライン：「188（いやや！）」番 

（最寄りの消費生活センター等をご案内します。） 

◆ 警察相談専用電話：「＃9110」番 

 

相談窓口のご案内 

◆参考ウェブサイト 

 ○ 一般社団法人日本損害保険協会  

「ロードサービス業者との料金トラブルにご注意ください」 

https://www.sonpo.or.jp/news/caution/road-service.html 

http://www.caa.go.jp/notice/assets/co
http://www.caa.go.jp/notice/assets/co
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本件ウェブサイト「ＣＡＲお助けサービス」（抜粋） 

 

 

 

  

別紙１ 
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本件ウェブサイト「関東バッテリートラブルセンター」（抜粋） 

 

 

 

  

別紙２ 
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（参考）インターネットの検索結果の表示 

（関東バッテリートラブルセンターに関す

るもの） 
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消費者が受け取った「請求書 お客様控え」（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙３ 

 



消費者ホットライン

1 8 8
トラブルに
困ったらhttps://www.caa.go.jp/notice/caution/property/

詳細情報はこちらをチェック

情報ファイル害被
産財

2025/03
消費者庁

動揺とスマホ頼りにつけ込む手口

“YOU OK?”

“NEGATIVE
JUST WAIT”

“WAIT,WAIT,WAIT!
STOP CALLING”

“OH,
MY,
GOSH...”

“よさげなの見つけた
電話してみる”

“電話中に話しかけるな！”

✓ウェブサイトの表示額と請求額とが大きく異なる場合は、クーリング・オフが
　できる可能性があります

✓インターネット検索結果で「上位」だからといって信用できるとは限りません

✓まずは契約している損保会社、ロードサービス会社などに連絡しましょう

サイト上の表示や、実際の作業内容に照らして、
過大で高額と感じられる料金を請求されるケースが
多数確認されています。

クルマの故障・事故。
頼るべき先を間違わないで。

TEAM
RADIO

“大丈夫だ

探してみるよ”
スマホでロードサービス

―参考ウェブサイト－
一般社団法人日本損害保険協会「ロードサービス業者との料金トラブルにご注意ください」
https://www.sonpo.or.jp/news/caution/road-service.html


